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コマツ（株式会社小松製作所）が 2025 年 4 月 28 日に発表した新たな 3 カ年の中期

経営計画（2025-2027 年度）「Driving value with ambition 価値創造への挑戦」は、同

社の事業戦略における重要な転換点を示すものである。本計画は、イノベーションによ

る価値共創、成長性と収益性の追求、経営基盤の革新を 3 つの柱とし、特にデジタル

トランスフォーメーション（DX）、電動化、自動化、ソリューションビジネスの強化

に重点を置いている。この戦略的方向性は、必然的に知的財産（IP）戦略にも大きな変

革を要求する。 

本レポートは、新中期経営計画の内容、コマツの現在の IP 状況、競合他社の動向を分

析し、新計画下におけるコマツの IP 戦略がどのように変化しうるかを考察する。分析

の結果、コマツの IP 戦略は、従来のハードウェア中心の保護から、ソフトウェア、

AI、データ、システム統合、サービスに関連する IP、さらにはパートナーシップやエコ

システムを管理するための IP へと、その重点を大きくシフトさせる必要があることが

示唆される。特に、「ソリューションパートナー」への転換は、顧客プロセスへの深い

関与とデータ活用を前提とするため、アルゴリズム、プラットフォームアーキテクチ

ャ、ユーザーインターフェース、そして営業秘密としてのデータやノウハウの保護が極

めて重要となる。 

競合であるキャタピラーや日立建機も同様の技術領域に注力しており、IP 競争は激化

している。この環境下でコマツが成功するためには、自社のコア技術を強固に保護しつ

つ（クローズ戦略）、エコシステム形成のためにインターフェースや標準を戦略的に開

放し（オープン戦略）、パートナーシップにおける IP を巧みに管理・活用する、より

洗練された IP 戦略の実行が不可欠となる。将来の IP 戦略としては、「コア技術の保護

強化」「オープン＆クローズ戦略によるエコシステム主導」「バリューチェーン拡大を

目的とした IP 活用」といった複数のシナリオが考えられるが、最も可能性が高いの

は、エコシステム主導とバリューチェーン拡大を組み合わせたハイブリッドアプローチ

である。この変革を実現するためには、IP 部門のスキルセット進化、R&D・事業開発

との一層の連携強化、アジャイルな IP プロセス、グローバルな整合性確保、そして戦

略的重点分野への IP 予算配分が求められる。 

1. コマツの戦略的方向性：2025 - 2027 年度中期経営計画「Driving value with 



ambition 」 

1.1. 中核目標と戦略的柱 

コマツは 2025 年 4 月より、新たな中期経営計画（2025-2027 年度）「Driving value 
with ambition 価値創造への挑戦」を開始した 1。この計画は、コマツのアイデンティテ

ィーと価値観、特に「Ambition（挑戦）」を意識し 3、社会課題の解決と収益向上の好

循環を目指すものである 2。計画では、コマツの目指す姿を「安全で生産性の高いクリ

ーンな現場を実現するソリューションパートナー」と再定義している 4。 

計画は以下の 3 つの成長戦略を柱としている： 

● 柱 1：イノベーションによる価値共創 (Value Co - creation through Innovation):  
ソリューション開発をさらに進化させ、多様な動力源（電動化、水素、アンモニ

ア、合成燃料）への対応や、より高度な自動化・遠隔操作化に積極的に取り組む 
1。この柱は、IP に大きく依存するイノベーションの成果を、顧客価値と将来の成

長に直結させるものである。 
● 柱 2：成長性と収益性の追求 (Pursuit of Growth and Profitability):  成長市場

（アジア、アフリカ）を中心に地域別の商品力を強化し、バリューチェーンビジネ

ス（部品、サービス、レンタル、中古車、ソリューションなど）を拡大する 1。こ

れには、市場特有の適応技術やサービス関連のイノベーションを保護する IP が必

要となる。 
● 柱 3：経営基盤の革新 (Innovation of Business Foundation):  AI 活用や DX を加

速し、グループ全体の基幹システム刷新、代理店向けソリューションプラットフォ

ームの開発・導入を進め、経営インフラ（ERM、BCP、サイバーセキュリティ）を

強化する 1。これには、ソフトウェア、AI、プラットフォームアーキテクチャ、堅

牢なサイバーセキュリティ対策に関する IP、そして内部プロセスに関する重要な

営業秘密が必要となる。 

これら 3 つの柱は相互に深く関連している。柱 1 で追求されるイノベーション（高度

な自動化、多様な動力源、ソリューション）は、柱 3 で整備される強固なデジタル基

盤（AI、DX、プラットフォーム）を必要とし、それらが組み合わさることで柱 2 の目

標であるバリューチェーンの成長と収益性向上が実現される。この相互依存性は、ハー

ドウェア、ソフトウェア、データ、ビジネスプロセスにまたがる統合的な IP 戦略の必

要性を示唆している。IP 保護は、個別の技術要素に留まらず、コア技術からデジタル

プラットフォーム、サービス提供に至るまでの統合されたシステム全体をカバーしなけ

ればならない。 



さらに、「ソリューションパートナー」への転換 4 は、単に機器（モノ）を販売するビ

ジネスモデルから、顧客の課題解決という成果（コト）を提供するモデルへの根本的な

移行を意味する。これは、サービス、データ分析、顧客プロセス統合に関連する IP
が、従来のハードウェア特許と同等か、それ以上に重要になる戦略的転換を示唆してい

る。「ソリューションパートナー」は、顧客の課題（安全性、生産性、環境性）を包括

的に解決することに焦点を当てる。これには、機械、ソフトウェア、データ、サービス

の効果的な統合が不可欠となる。機械自体の IP も依然として重要だが、独自の価値提

案は、ますます統合ロジック（ソフトウェア、アルゴリズム、データインサイト）に依

存するようになり、これら「コト」領域における IP 保護が差別化と価値獲得のために

不可欠となる。 

1.2. デジタル化、電動化、自動化、ソリューションへの重点 

新中期経営計画は、以下の 4 つの技術・事業領域に明確な重点を置いている。 

● デジタル化 (DX/AI):  AI 活用と DX の加速が明記されている 1。具体的には、グル

ープ全体の基幹システム刷新、代理店向けソリューションプラットフォームの開

発・導入 1、「DX スマートコンストラクション」の推進 8、デジタルツインの活用 
8 が挙げられる。データ活用による業務効率化と新たな価値創造を目指す 9。AI ガ
バナンスやサイバーセキュリティの重要性も認識されている 5。 

● 電動化: 多様な動力源（バッテリー、水素、アンモニア、合成燃料）への対応を推

進する 1。これはカーボンニュートラル目標達成に向けた取り組みの一環である 1。

完全電動機械や新たな動力源を搭載した機械の開発が進められている 8。 
● 自動化・遠隔操作化: より高度なレベルの自動化・遠隔操作化を追求する 1。既存

の強みである AHS（無人ダンプトラック運行システム）などを基盤とする 1。安全

性と生産性の向上を目指す 8。 
● ソリューションビジネス: スマートコンストラクション®や AHS などの既存ソリュ

ーションを進化させる 1。高機能製品とソリューションを組み合わせ、顧客現場を

最適化する新たな価値を提供する 1。「ソリューションパートナー」への転換を目

指す 4。KOMTRAX（コムトラックス）を基盤として活用する 11。顧客価値創造に焦

点を当てる 12。 

これら 4 つの領域は、コマツの将来における技術的な主戦場であることは明らかであ

る。特にソリューションと DX の成功は、パートナー、データ共有、プラットフォーム

（例：LANDLOG/EARTHBRAIN 14）を含む複雑なエコシステムの管理を必要とする。こ

の状況は、独自技術の管理と、相互運用性や協業を可能にするバランスの取れた、洗練

された IP 戦略が不可欠であることを示している。デジタルソリューションは、しばし

ば複数のソースからの技術統合に依存する。EARTHBRAIN のようなプラットフォーム



は、本質的に複数のパートナー（NTT ドコモ、ソニーセミコンダクタソリューション

ズ、野村総合研究所）を巻き込む 15。内部保護のみに焦点を当てた IP 戦略は、このよ

うなエコシステムへの参加を妨げる可能性がある。したがって、コマツは、自社の独自

の貢献を保護しつつ協業を可能にする IP アプローチ（ライセンス供与、クロスライセ

ンス、標準必須特許、慎重な営業秘密管理）を必要とする。 

さらに、これらの技術（例：電動プラットフォーム上で AI 駆動の自動化を実現し、デ

ジタルツインソリューションを通じて管理する）の融合は、複雑なシステムを生み出

す。IP 保護は、個々のコンポーネントから、統合されたシステムアーキテクチャ、制

御アルゴリズム、そして全体的な価値を提供するデータフローを保護する方向へとシフ

トする必要がある。価値は、単体の電動モーターや AI アルゴリズムにあるのではな

く、それらがコマツのエコシステム内でどのように連携して機能するか（例：AI がデ

ジタルツインからのデータに基づいて電動ショベルのエネルギー使用を最適化する方

法）にある。このシステムレベルの統合を、システムアーキテクチャ、操作方法、場合

によってはユーザーインターフェースのデザイン特許などを通じて保護することが、競

争優位性の確保に不可欠となる。 

1.3. 主要な財務・サステナビリティ目標 

● 財務目標: 業界水準を超える成長性と業界トップレベルの収益性を目指す 1。ROE
（自己資本利益率）は引き続き 10％以上を目標とする 1。新たにフリー・キャッシ

ュ・フロー（FCF）目標（3 年間累計 1 兆円）を設定 1。連結配当性向 40％以上の

方針を継続 1。リテールファイナンス事業の D/E レシオ目標を調整 1。なお、20 25
年 3 月期の好調な決算に対し、20 26 年 3 月期の業績見通しは短期的な調整の可能

性を示唆している 4。 
● サステナビリティ目標: CO2 排出削減目標（20 30 年に 20 10 年比 50％削減）と

20 50 年カーボンニュートラルのチャレンジ目標を継続 1。ダブル・マテリアリテ

ィの観点から特定した重要な社会課題に関連する KPI（30 項目）を新たに設定

（詳細は統合報告書で開示予定）1。環境技術をビジネス機会と捉える 1。 

野心的な財務目標、特に FCF 目標は、イノベーションへの投資からリターンを生み出

すことへの強いプレッシャーを示唆している。一方、サステナビリティ目標は、特定の

グリーン技術分野における研究開発を推進する。FCF 目標（3 年累計 1 兆円）は、非

中核技術のライセンスアウトや、高価値ソリューションに対する IP を活用したプレミ

アム価格設定・市場シェア確保を通じた、IP マネタイゼーションへの注力強化の可能

性を示唆している。イノベーション目標達成に必要な大規模な研究開発投資を継続しな

がら FCF 目標を達成するには、効率的な商業化が不可欠である。強力な IP ポジション

は、高い利益率を支え、コモディティ化を防ぎ、潜在的なライセンス収入源を開拓する



ことで、FCF に直接貢献し得る。 

マテリアリティに関連付けられた 30 項目の社会課題 KPI の導入 1 は、「価値」の定義

が拡大していることを示している。これらは直接的な IP ではないものの、これらの

KPI 達成には、保護可能な IP を生み出す可能性のある革新的なプロセスや技術（例：

安全関連、サプライチェーンの人権関連、地域社会貢献関連）が関与したり、ブランド

価値（無形資産の一形態）を高めたりする可能性がある。マテリアリティ分析を通じて

特定された社会課題の解決には、しばしばイノベーションが必要となる。例えば、現場

の安全性向上には新しいセンサー技術や制御システム（特許可能）が、より持続可能な

製造プロセスの開発には営業秘密や特許が必要となるかもしれない。これらの分野での

成功は、KPI によって推進され、ブランドの評判とステークホルダーの信頼を構築する

ことができる。これらは、根底にあるイノベーションによって間接的に支えられる貴重

な無形資産である。 

2. コマツの知的財産の現状 

2.1. IP ガバナンスと表明されている方針 

コマツは、その経営において知的財産を重視する姿勢を示している。 

● 基本原則: 経営の基本として「品質と信頼性」の追求を掲げ 6、企業価値をステー

クホルダーからの信頼度の総和と定義している 19。法令遵守と社会的ルールの尊重 
6、そしてイノベーションと技術による価値創造 5 が強調されている。 

● IP に関する具体的言及: 第三者の知的財産権の尊重とその侵害防止への取り組み 
[21 (旧報告書), 20  (日立建機だが関連原則)]、自社 IP の保護 [41 (日立建機)]、機密情

報保護と情報セキュリティ 22 が挙げられる。IP は公正な競争を確保し、適切な協

調を可能にする手段と見なされている 13。 
● IP 部門の役割（過去/一般）: 研究開発部門や事業部門と一体となって活動 [13 (日

立建機)]。活動内容は、侵害リスク回避、権利取得・行使、戦略的特許取得、オー

プン＆クローズ戦略の管理などを含む 13。歴史的に、コマツの知財部は事業競争力

への貢献を目指してきた 13。 

これらの情報から、コマツは IP に関して標準的なコーポレートガバナンス原則を有

し、自社 IP の保護、他者権利の尊重、そしてイノベーションや品質との連携を重視し

ていることがわかる。しかし、他者の IP 尊重は明記されているものの 20、新中期経営

計画におけるイノベーション推進の勢いに比べると、単なる保護を超えた IP の積極

的・戦略的な活用については、近年の一般的な方針に関する情報からは詳細が見えにく

い。過去の情報 13 は戦略的機能を示唆するが、現在の公的な表現はコンプライアンス



と基本的な保護に重点を置いている可能性がある。新中期経営計画の達成には、より明

確で洗練された戦略的 IP 機能が必要となるであろう。方針はしばしば基本（自社保

護、他者尊重）を述べるに留まるが、「Driving value  with ambition」という計画の野

心は、IP が競争優位性、エコシステム構築、そして潜在的な収益化のために積極的に

活用されるべきであることを示唆している。過去の資料 13 はこれを暗示するが、近年

の一般情報 7 は積極的な IP 戦略について具体性に欠ける。これは、表明されている方

針と新中期経営計画に必要な戦略的 IP 態勢との間にギャップがあるか、あるいは詳細

な戦略が内部情報であることを示唆している。 

また、「品質と信頼性」への強いこだわり 6 は、IP の主要な役割が防御的、すなわち

事業継続性を確保し、この評判を支えるコア技術を保護することにある可能性を示唆し

ている。これは、攻撃的な訴訟や広範なライセンスアウトプログラムよりも、フリーダ

ム・トゥ・オペレート（FTO）の確保を優先する姿勢につながるかもしれない。しか

し、ソリューションビジネスへの注力は、この伝統的なスタンスに挑戦をもたらす可能

性がある。信頼性に基づく評判は、しばしば事業運営を中断させたり設計変更を強いた

りする可能性のある IP 紛争を回避することを優先する。これは、コア領域における強

力な防御的特許ポートフォリオと綿密な FTO 分析を支持する。しかし、コマツがより

多くの第三者技術やデータを含むソリューション分野に進出するにつれて、純粋に防御

的なスタンスでは価値を獲得したり、複雑なパートナーシップをナビゲートしたりする

には不十分となり、より積極的な IP ライセンス供与や協力条件が必要になる可能性が

ある。 

2.2. 近年の特許動向と技術的焦点の分析 

コマツの特許活動は活発であり、近年加速の兆しを見せている。 

● 全体的な活動: 直近の特許出願件数は大幅に増加している。ある期間では前年同期

比+39 件 24、別の期間では+25.5%増 24 と報告されている。ただし、長期的なトレ

ンドには変動があり、最新の増加以前には一時的な減少があった可能性も示唆され

ている 24。年ごとのばらつきが大きい（変動係数 0 .5）24。コマツはグローバルに

出願活動を行っている 13。 
● 重点技術分野（推測/過去）: KOMTRAX 関連特許は効率性（データ量・電力消費節

約）に焦点を当てていた 25。歴史的にはコア技術（エンジン、油圧、機械制御な

ど）が保護されてきた 13。中期経営計画に基づき、現在は自動化、電動化、

ICT/IoT、環境技術に注力していると推測される 1。コマツマテーレ（関連会社だが

別法人）のマスクや建材などの特許例は、多様な分野での特許活動を示している 
27。 

● 特許戦略: KOMTRAX での分割出願活用など、特許ファミリー構築の実績がある 



25。過去にはオープン＆クローズ戦略にも言及があった 23。 
● データソース: J - Pla tPat 28、USPTO/EPO（ユーザー質問で言及）、Patent 

Integra tion のような商用データベース 24 が利用可能。パテント・ランドスケープ

やヒートマップ分析も提供されている 24。 

近年の出願件数の急増 24 が新中期経営計画の発表時期と重なることは、計画の主要な

取り組み（DX、電動化、自動化）を支える IP を確保するための意図的な努力がなされ

ていることを強く示唆している。この増加が具体的にどの IPC 分類やキーワードに関

連しているかを分析することが、計画との整合性を確認する上で重要となる。特許出願

の大幅な増加は通常、研究開発の強化、新製品の発売、あるいは重点分野における保護

強化という戦略的決定と相関している。中期経営計画の発表時期を考慮すると、増加し

た出願は、AI 制御システム、バッテリー管理、自律走行センサー/ロジック、デジタル

プラットフォームコンポーネントなど、計画の柱となる技術に集中している可能性が高

い。 

KOMTRAX における分割出願のような洗練された戦略を過去に用いていたこと 26 は、

コマツの IP 部門が主要なイノベーションに対して強力で階層的な保護を構築する能力

を持っていることを示唆している。この能力を、複雑なソフトウェア、AI、システムレ

ベルの発明に適用することは極めて重要だが、ハードウェアや初期の IoT 技術と比較

して、より困難である可能性がある。ソフトウェアや AI の特許化には、特有の課題

（例：技術的効果の実証、抽象的なアイデアの回避、急速な陳腐化に対応した発明の明

確な定義）が伴う。コマツの IP チームは、歴史的に機械/電気分野で強みを発揮してき

たが、これらのデジタルイノベーションを効果的に保護するためには、スキルを適応さ

せるか、補強する必要があるだろう。 

表 1：コマツの特許出願動向分析（推定：2020 - 2024 年度） 

 

会計年度 日本国内出願件

数 (J - PlatPat)  
推定グローバル

出願件数 
主要技術分野

（IPC/キーワー

ドに基づく推

定） 

備考（例：前年

比） 

20 20  約 152 24 （データ不足） エンジン/油圧、

機械制御、

ICT/IoT
（KOMTRAX 関

最低水準 



連含む） 

20 21 （データ不足） （データ不足） （傾向継続、

DX/自動化関連

の増加開始

か？） 

（データ不足） 

20 22 （データ不足） （データ不足） DX/AI、自動化/
制御、電動化/バ
ッテリー関連の

増加 

（データ不足） 

20 23 約 189 24 （データ不足） DX/AI、自動化/
制御、電動化/バ
ッテリー、ICT/
ソフトウェア/プ
ラットフォーム 

前年比- 18.88% 
24 (ただし、別期

間では増加傾向 
24) 

20 24(推定) （増加傾向

か？） 
（データ不足） MTP 重点分野

（DX/AI、電動

化、自動化、ソ

リューション関

連ソフトウェ

ア）への集中強

化 

（増加傾向

か？） 

(注記: 上記表内の数値や技術分野の内訳は、提供された断片情報に基づく推定であり、

正確なデータはさらなる調査を要する。特にグローバル出願件数や詳細な技術分野別件

数は公開情報からは限定的である。) 

この表は、近年の特許活動の定量的概要を提供し、技術的焦点の変化を浮き彫りにする

ことで、中期経営計画の優先事項との直接比較を可能にする。 24 や 24 で言及されたト

レンドを視覚化し、研究開発投資（特許によって示唆される）と戦略的方向性との整合

性を評価するのに役立つ。ユーザーは、コマツの IP が新計画に現在どのように整合し

ているかを理解する必要がある。過去 3～5 年の特許出願における最近の歴史的トレン

ドを、MTP に関連する主要な技術分野別に分類して示すことで、必要なベースライン

が提供される。これにより、DX、電動化などへのシフトが、新計画開始前に既に特許

活動に反映されていたのか、それとも計画期間中に大幅な増加が予想されるのかを確認



できる。この定量的データは、MTP の目標に関する定性的分析を補完する。 

2.3. 既存の主要イニシアティブにおける IP の役割 

コマツは過去にも、技術と関連 IP を活用して、差別化された高価値ソリューションを

構築してきた。 

● KOMTRAX:  20 0 1 年から標準装備されている基盤的な IoT システム 11。遠隔監視、

メンテナンス支援、盗難防止などを可能にする 11。初期の特許はデータ量や電力消

費の節約といった実用的な側面に焦点を当てていた 25。これは、技術とサービスを

統合した成功例であり、データプラットフォームや分析に関する特許と営業秘密の

組み合わせによって保護されている可能性が高い。 
● スマートコンストラクション (現 DX スマートコンストラクション): 測量（ドロー

ン）、計画、ICT 建機、検査といった施工プロセス全体を統合するソリューション 
8。建設プロセス全体の最適化を目指す 9。Skycatch（ドローン）14 や
LANDLOG/EARTHBRAIN プラットフォーム 14 など、パートナーシップを伴う。IP
は、システム統合、計画/シミュレーション用ソフトウェア、データ分析手法、

UI/UX デザインなどに関わる可能性が高い。オープンプラットフォームの側面は慎

重な IP 管理を必要とする 9。レトロフィットキットにより適用範囲を拡大してい

る 15。 
● AHS (Autonomous Haulage System):  無人ダンプトラック運行システム 1。主要

な自動化技術であり、制御システム、ナビゲーション、安全機能、運用方法などを

カバーする特許によって保護されている可能性が高い。これは、コアとなる「もの

づくり」の強みと先進 ICT を組み合わせた代表例である。 

これらのイニシアティブは、機械中心の IoT（KOMTRAX）から、外部パートナーやプ

ラットフォームを含むプロセス中心のソリューション（スマートコンストラクション）

へと進化してきたことを示している。この軌跡は、従来のハードウェア保護を超えて、

ソフトウェア、データ、システム統合、協調的フレームワークをカバーする IP 戦略の

必要性が高まっていることを示唆している。KOMTRAX は主に機械からのデータに焦

点を当てていたが、スマートコンストラクションは、コマツの機械、第三者の技術（ド

ローン）、共有プラットフォーム（LANDLOG/EARTHBRAIN）を統合し、現場プロセス

全体のデータに焦点を当てている。これには、機械の機能だけでなく、プロセスを統括

するソフトウェア、洞察を提供するデータ分析、協業を可能にするインターフェースに

関する IP が必要となる。 

データ量が多すぎるとの初期の内部懐疑論にもかかわらず KOMTRAX が成功したこと 
25 は、組織的な回復力と、革新的でデータ駆動型のイニシアティブを推進することの価



値を示している。この過去の成功は、新中期経営計画におけるより野心的な DX および

AI 目標に対する内部的な正当性と推進力を提供し、関連する IP 戦略への道を容易にす

る可能性がある。KOMTRAX で初期の技術的・組織的ハードルを克服したことは前例

となった。複雑な ICT ソリューションとその必要な IP への投資が、重要なビジネス価

値（例：サービス向上、顧客囲い込み）を生み出すことを実証した。この実績は、次世

代の DX/AI ソリューションと関連 IP への投資の正当性を強化し、組織がソフトウェア

とデータ IP の戦略的重要性をより受け入れやすくするだろう。 

2.4. オープンイノベーションと協調的 IP アプローチ 

コマツは、特にデジタルおよびデータ関連の能力獲得のために、オープンイノベーショ

ンとパートナーシップを積極的に活用している。 

● 明確な戦略: オープンイノベーションは積極的に追求されている 31。CTO の存在と

明確なビジョンがこれを促進している 31。内部ギャップを特定し、外部パートナー

を求めることが鍵となる 31。「ゆるい連合体」というモデルにも言及がある 31。 
● 具体例: 協業を意図して設計された湘南イノベーションラボ 32。Skycatch（ドロー

ン）とのパートナーシップ（直接投資を含む）14。NTT ドコモ、SAP、OPTiM との

LANDLOG プラットフォーム設立 14、さらにソニーセミコンダクタソリューション

ズ、野村総合研究所を加えて EARTHBRAIN へと発展 15。日立ソリューションズと

の特定アプリ（土量計測など）での協業 33。ソリューション開発におけるパートナ

ー協業の必要性 13。 
● IP への影響: 共同開発における IP 管理、所有権と使用権の定義、潜在的なライセ

ンスイン/アウトが必要となる。コマツのコアな貢献を保護しつつ、パートナーが

プラットフォーム上で運用・革新できる必要性とのバランスを取る。ここで「オー

プン＆クローズ戦略」23 が非常に関連してくる。 

LANDLOG/EARTHBRAIN のような別会社の設立 14 は、業界プラットフォームを構築す

るためにジョイントベンチャーやコンソーシアムを活用する戦略を示唆している。これ

には、貢献内容、アクセス権、プラットフォーム参加者の潜在的なロイヤリティ構造を

定義する複雑な IP 契約が必要となる。コマツの IP 戦略は、これらの多国間協定を効果

的にナビゲートするのに十分洗練されている必要がある。EARTHBRAIN のようなプラ

ットフォームは、建設プロセスの様々なプレイヤーをつなぐことを目指している。コマ

ツは機械の専門知識とデータを提供し、NTT ドコモは接続性、ソニーはセンシング、

SAP/NRI はエンタープライズソフトウェア/コンサルティングを提供する。IP フレーム

ワークは、各パートナーが自社の強みを貢献し、プラットフォームから利益を得ること

を可能にしつつ、プラットフォームに統合されたり、それと並行して使用されたりする

独自のコマツ技術を保護する必要がある。これには、ライセンスインされた IP、特定



の条件下で貢献された IP、そして潜在的には標準設定活動が混在する可能性が高い。 

Skycatch のようなパートナーへの投資意欲 14 は、オープンイノベーションが単なる契

約関係を超え、投資とカスタマイズされた IP 契約によって部分的に確保された、より

深く、潜在的に排他的または半排他的な関係を構築する戦略的アプローチを示してい

る。これにより、重要な技術への迅速なアクセスが可能になり、その開発方向性に影響

を与えることができる。Skycatch のようなスタートアップへの投資は、コマツに技術

へのアクセス以上のものを提供する。それは影響力、ロードマップへの早期の洞察、そ

して潜在的に有利な条件や共同開発の機会を提供する。このような投資に伴う IP 契約

は、共同開発または改良された技術を両当事者がどのように使用できるかを定義し、コ

マツが戦略目標（スマートコンストラクションなど）に必要な権利を確保するために不

可欠である。 

3. 新計画と IP 戦略の橋渡し 

3.1. 戦略的優先事項と IP 要件のマッピング 

新中期経営計画の各柱は、多様な技術領域にわたる特定の IP 保護・管理ニーズへと変

換される。 

● イノベーションの柱: コアとなる実現技術（新動力源、バッテリー技術、高度セン

サー、自動化/遠隔操作のための制御アルゴリズム）に関する特許と営業秘密が必

要。ソリューションロジックのためのソフトウェア特許も重要。 
● 成長性・収益性の柱: 地域適合製品を保護するための IP（特許、意匠権、商標）が

必要。バリューチェーンサービス（例：ConSite データから導出される予知保全ア

ルゴリズム 34、KOMTRAX を活用したファイナンス関連技術 12）を保護する IP も

求められる。 
● 経営基盤の柱: ソフトウェアアーキテクチャ（基幹システム、代理店プラットフォ

ーム）、AI モデル/アルゴリズム、データ管理技術、サイバーセキュリティ手法に

関する IP が必要。DX を通じて開発された最適化された内部プロセスに関する営

業秘密も重要。 

「価値共創」1 と「ソリューション」1 への重点化は、個々のコンポーネントだけでな

く、技術の統合や顧客インターフェース/エクスペリエンスを保護する IP がますます重

要になることを示唆している。価値共創は、コマツの提供物と顧客のオペレーションの

接点で起こる。ソリューションは、異なる要素（機械、ソフトウェア、データ、サービ

ス）がシームレスに連携することで価値を生み出す。したがって、システム全体のアー

キテクチャ、多様なデータソースを統合する方法、ワークフロー全体を最適化するアル



ゴリズム、そしてソリューションを管理するためのユーザーインターフェースのデザイ

ンなどをカバーする特許が、主要な差別化要因となる。 

DX と AI による経営基盤強化の目標 1 は、内部プロセスの革新（潜在的には営業秘密ま

たは新規手法であれば特許として保護可能）が、収益性目標を支える業務効率における

競争優位性の源泉となり得ることを示唆している。DX は顧客向けソリューションだけ

でなく、内部オペレーション（サプライチェーン管理、製造プロセス、予知保全スケジ

ューリングなど）の最適化にも関わる。これらの目的のために内部で開発された新規ア

ルゴリズムや手法は、営業秘密として保持されるか特許化されれば、競合他社が容易に

模倣できないコスト優位性や効率向上を提供し、収益性の柱に貢献できる。 

3.2. IP 焦点の予想される進化 

新計画下で、コマツの IP 活動の焦点は以下のように進化すると予想される。 

● ソフトウェア/AI へのシフト: アルゴリズム、制御ソフトウェア、プラットフォー

ムコード、AI モデル、データ分析手法に関する特許取得と営業秘密保護の強化 5。 
● 電動化 IP: バッテリー管理システム（BMS）、充電技術、電動パワートレインコン

ポーネント、代替燃料（水素など）の統合に関する IP への注力 [5 (日立建機文

脈)]。 
● 自動化制御 IP: センサーフュージョン、認識、経路計画、遠隔制御インターフェー

ス、ヒューマン・マシン・インタラクション、機能安全システムに関連する IP 1。 
● プラットフォーム IP: 協調プラットフォーム（LANDLOG/EARTHBRAIN）内での IP

管理戦略（API、データ標準、標準化が進めば FRAND ライセンスの可能性も含

む）14。 
● データアセット: 生データ自体は通常 IP 保護対象外だが、KOMTRAX やスマート

コンストラクションのようなシステムから得られるキュレーションされたデータセ

ット、データベース、分析結果は価値ある資産となる。IP 戦略はデータガバナン

スや利用権ポリシーと連携する必要がある。 

これらの技術的焦点の変化は、コマツがソフトウェアや AI の特許化に関して、従来の

機械発明とは異なる特性や法的ニュアンスに対応するための専門知識を開発または獲得

する必要があることを意味する。ソフトウェアや AI の特許化には、技術的効果の実

証、抽象的アイデアの回避、急速に進化する分野での発明の明確な定義といった課題が

ある。ソフトウェア IP のライフサイクルも短くなる可能性がある。歴史的に機械/電気

分野で強みを持つコマツの IP チームは、これらのデジタルイノベーションを効果的に

保護するために、スキルを適応させるか増強する必要があるだろう。 



さらに、膨大なデータセット（KOMTRAX、スマートコンストラクションから）で訓練

されたデータ分析や AI モデルへの依存度が高まることは、アルゴリズムの特許化が困

難であり開示を伴うため、モデル自体と訓練に使用された独自のデータセットの両方に

対する営業秘密保護の重要性を高める。AI モデルの性能は、訓練データと特定のモデ

ルアーキテクチャ/パラメータに大きく依存する。特許化は開示が多すぎたり、執行が

困難だったりする可能性がある。モデルとキュレーションされたデータセットを、強力

な内部統制とサイバーセキュリティ 5 によって保護された営業秘密として扱うことが、

予知保全、運用最適化などにおける競争優位性に対して、より効果的で持続的な保護を

提供する可能性がある。 

3.3. ソリューション指向モデルにおけるオープン性と保護のバランス 

ソリューションビジネスモデルの推進は、IP 戦略においてオープン性と保護の間の適

切なバランスを見つけるという課題を提起する。 

● 課題: コアとなる差別化技術（「ダントツ」36、キーコンポーネント 23）を保護し

つつ、ソリューションやプラットフォームに必要な協業と統合を可能にする必要が

ある 9。 
● 潜在的アプローチ: 洗練された「オープン＆クローズ戦略」23 の採用。コア技術を

特定し、強力な特許/営業秘密保護を行う（クローズ）。インターフェース、API、
データ形式を定義し、エコシステム参加を促進するために公開する（オープン）。

パートナーシップ内で独自技術の使用を制御するためにライセンス契約を活用す

る。 

EARTHBRAIN のようなプラットフォームの成功 15 は、コマツが自社の貢献、パートナ

ーの貢献、共有プラットフォームインフラ間の IP 境界をどれだけうまく定義し管理す

るかに大きく依存する。このバランスを誤ると、イノベーションが阻害されたり、紛争

につながったりする可能性がある。コマツが保護しすぎると（「クローズ」すぎる

と）、パートナーは深く統合したり価値あるデータを共有したりすることをためらい、

プラットフォームの有用性が制限される可能性がある。コマツがオープンすぎると、中

核的な競争優位性を失ったり、プラットフォームに参加する競合他社を利したりするリ

スクがある。IP 戦略は、慎重に作成された契約と、コアな専有要素を開放的なインタ

ーフェースから分離する技術アーキテクチャを使用して、「スイートスポット」を見つ

ける必要がある。 

コマツは、物理的資産（建設機械）とその組み込みシステム（KOMTRAX など）に対

する制御を、「クローズ」戦略の主要なアンカーポイントとして活用し、パートナーが

活動するデータ集約層やアプリケーション層ではより「オープン」になる可能性があ



る。コマツはハードウェアとそのコアオペレーティングソフトウェアに対して本質的な

制御権を持っている。これは独自技術の自然な境界を提供する。機械によって生成され

たデータの上に構築される高レベルのソフトウェア、分析、サービスは、API やデータ

利用契約を通じて管理される、よりオープンな協業やパートナー統合の領域となり得

る。これにより、コマツはコア資産を保護しつつ、ソリューションのためのより広範な

エコシステムを育成できる。 

3.4. 営業秘密とデータ管理の重要性の高まり 

デジタル化とソリューション化が進む中で、特許以外の IP、特に営業秘密とデータ管

理の重要性が増している。 

● 営業秘密: アルゴリズム、ソフトウェアソースコード、価値あるデータセット、AI
モデル、DX による製造プロセス改善、ソリューションから得られる顧客運用に関

する洞察などを保護する 13。これには、堅牢な内部統制、秘密保持契約（NDA）、

サイバーセキュリティが必要となる 5。 
● データ管理: データ所有権、利用権、プライバシーコンプライアンス、データセキ

ュリティに関するポリシー策定が、特に顧客データを生成するソリューションにお

いて、IP 戦略と密接に連携する必要がある。パートナーシップやプラットフォー

ム内でのデータフロー管理も重要となる。 

営業秘密保護の有効性は、内部規律と堅牢なサイバーセキュリティ 5 に大きく依存す

る。コマツが外部との協業を増やすにつれて 14、中核となる営業秘密を保護しながら必

要な情報を管理下に置いて開示することは、運用上大きな課題となる。協業には情報共

有が必要である。何を、どのような条件下で（NDA）、共有できるかを正確に定義

し、本物の営業秘密の漏洩を防ぐための技術的統制（安全なデータルーム、アクセス制

限など）を実施することは、特に複数パートナーが関与するプロジェクトでは不可欠だ

が複雑である。侵害は壊滅的な結果をもたらす可能性がある。 

より優れた AI モデル開発のために集約された顧客データを活用したいという欲求（潜

在的には営業秘密）と、データプライバシーや所有権に関する顧客の懸念との間に矛盾

が生じる可能性がある。IP およびデータ戦略は、法的/倫理的配慮および顧客契約と整

合している必要がある。強力な AI モデルの訓練には、しばしば顧客からの大量の実世

界運用データが必要となる。コマツはこのデータ集約を独自のモデル（営業秘密）構築

の鍵と見なすかもしれないが、顧客は透明性、自社データの管理、または集約データの

使用方法に関する制限を要求する可能性がある。これを乗り切るには、明確なデータ利

用ポリシーと、潜在的には匿名化技術が必要であり、これらは結果として得られる AI
モデルの IP 戦略と並行して検討されなければならない。 



4. 競合インテリジェンス：主要ライバルの IP 戦略 

4.1. キャタピラー 

● 戦略的焦点: 顧客利益と競争優位性のためのイノベーション 37。サステナビリティ

が推進力 37。戦略的 VC 投資（Caterpillar Ventures ）による初期段階技術へのアク

セス 37。主要技術（例：電動化部品の Equipmake）のためのパートナーシップ 39。

グローバル展開はグローバルな IP ニーズを示唆。特許活動は存在するが、最近の

戦略の詳細は提供された情報からは限定的 40。自動化、デジタル（Cat 
Command、VisionLink）、電動化/代替燃料に注力している可能性が高い。 

● 分析: キャタピラーはコマツと同様のハイレベルな目標（イノベーション、サステ

ナビリティ、デジタル）を共有している。キャタピラーの専任 VC 部門 37 は、コ

マツのプロジェクトベースのパートナーシップ（投資も行うが 14）と比較して、外

部イノベーションを獲得するためのより構造化されたアプローチを示唆している可

能性がある。これは、異なる IP 統合の課題と機会につながる可能性がある。VC
部門は、様々な技術にわたる広範なスキャンと投資を可能にし、キャタピラーに多

様なイノベーションへの早期アクセスを提供する可能性がある。しかし、複数の少

数株主持分投資からの技術を cohesive な戦略に統合することは複雑になり得る。

コマツの特定のプロジェクト（Skycatch や EARTHBRAINなど）におけるより深

いパートナーシップは、よりカスタマイズされた共同開発と IP 共有を可能にする

かもしれないが、範囲は狭くなる可能性がある。 
● キャタピラーの Equipmake との電動化に関するパートナーシップ 39 は、主要プレ

イヤーが重要な新エネルギー技術のために専門家と協力する傾向を浮き彫りにして

いる。コマツも、バッテリー技術、燃料電池などに関して、それぞれ異なる IP へ

の影響を持つ同様の「自社開発 vs. 購入 vs. 提携」の決定に直面する可能性が高

い。最先端の電動化技術を完全に社内で開発することは、費用と時間がかかる。専

門家との提携や買収は開発を加速できるが、慎重な IP ライセンスまたは所有権契

約が必要となる。キャタピラーの動きは、この協調的アプローチが実行可能である

ことを示唆している。コマツの IP 戦略は、電動化のための様々な協力モデルに対

応できる柔軟性を持つ必要がある。 

4.2. 日立建機 (HCM)  

● 戦略的焦点: バリューチェーン 41、カーボンニュートラル 41、ソリューション

（Solution Linkage、ConSite）34、DX/データ活用 35 を重視。IP は研究開発/事業部

門と強く連携 41。 
● IP 詳細: グローバル展開（海外特許出願比率 30%以上）41、バリューチェーン/CN

技術保護 41、他者権利尊重 41 に焦点を当てた明確な IP 戦略を持つ。日立グループ



の強力な IP 文化の歴史的背景 46（ただし分離の影響は要考慮）。特定分野（例：

バッテリートロリートラック、BMS 特許）でのリードの可能性 48。データ分析

（DataRobot）の積極活用 44。日立グループ企業との連携（例：DX 基盤で日立製

作所 42、アプリで日立ソリューションズ 33）。 
● 分析: HCM は、事業優先事項（バリューチェーン、CN、ソリューション）と密接

に連携した、明確でグローバルに焦点を当てた IP 戦略を持っているように見え

る。特定の電動化ニッチ（バッテリートロリートラック、BMS）における HCM の

潜在的なリード 48 は、これらの分野で強力かつ早期の IP 保護を確立している可能

性を示唆している。これが重要な競争優位性を提供したり、主要なアプローチをブ

ロックしたりする場合、コマツ自身の電動化戦略と関連 IP 出願は、この特定の競

争上の脅威を考慮に入れる必要があるだろう。 
● HCM が DX プラットフォーム 42 や潜在的に IP 46 に関して、より広範な（旧）日立

エコシステム内の関係を活用していることは、高度なデジタル技術と確立された

IP プロセスへのアクセスを与えている可能性がある。コマツは、外部と協力しな

がらも、特に複雑なソフトウェアや AI ドメインにおいて、これに匹敵する内部能

力とパートナー戦略を確保する必要があるかもしれない。日立のような大規模で多

角的なテクノロジー企業は、しばしば基盤となるデジタル技術（クラウド、AI、
IoT）に関する深い専門知識と重要な IP ポートフォリオを持っている。HCM がこ

れらを（歴史的または現在）活用できる能力は、コマツがより焦点を絞ったパート

ナーシップや内部開発に依存する場合と比較して、DX イニシアティブを加速させ

る可能性がある。コマツの IP 戦略は、同等の基盤となるデジタル IP へのアクセス

を確保するか、開発する必要がある。 

表 2：主要競合との IP 活動比較（主要技術分野） 

 

主要技術分

野 
コマツ（推

定活動/焦
点） 

キャタピラ

ー（推定活

動/焦点） 

日立建機

（推定活動/
焦点） 

主要パート

ナーシップ/
イニシアテ

ィブ 

備考/示唆 

バッテリー

電動パワー

トレイン 

開発強化、多

様な動力源 1 

開発中、

Equipmake
と提携 39 

リードの可能

性（特に

BMS、バッ

テリートロリ

ートラック）
48, CN 目標 

Komatsu: (内
部開発/パー

トナー探索中

か？) Cat: 
Equipmake  
39 HCM: (内

電動化は全社

注力。HCM
が特定ニッチ

で先行か？48 
コア技術の

IP 保護競争



41 部開発/日立

グループ連

携？) 

激化。 

自律制御シ

ステム 
高度化推進、

AHS 基盤 1 

Cat 
Command
など、自動化

に注力 

遠隔・自動化

推進 34 

Komatsu: (内
部開発中心

か？) Cat: 
(内部開発/買
収？) HCM: 
(内部開発/日
立グループ連

携？) 

安全性・生産

性向上の鍵。

制御アルゴリ

ズム、センサ

ーフュージョ

ン、安全技術

の IP が重

要。 

建設 DX プ

ラットフォ

ーム/ソフト

ウェア 

DX スマート

コンストラク

ション、

EARTHBRAIN 
8 

VisionLink、
デジタルソリ

ューション提

供 

Solution 
Linkage、
ConSite、日

立製作所と

DX 基盤構築 
34 

Komatsu: 
EARTHBRAIN 
(NTT ドコモ, 
Sony, NRI
等) 15 Cat: 
(内部/パート

ナー) HCM: 
日立製作所 
42, 日立ソリ

ューションズ 
33, 

DataRobot 44 

プラットフォ

ームとエコシ

ステム構築が

鍵。インター

フェース、デ

ータ統合、ア

プリケーショ

ン層の IP 管

理が複雑化。

オープン＆ク

ローズ戦略が

必須。 

予知保全 AI KOMTRAX/C
onSite デー

タ活用 11、AI

活用加速 1 

デジタルサー

ビスの一環と

して提供 

ConSite によ

るデータ活用 
34、

DataRobot
活用 44 

各社、機械デ

ータ活用。AI
アルゴリズム

と学習データ

は営業秘密と

しての保護が

重要か。 

バリューチェ

ーン収益の源

泉。アルゴリ

ズムの独自性

と精度が競争

力。 

(注記: 上記表の内容は、提供された断片情報に基づく推定であり、各社の詳細な IP ポ

ートフォリオや戦略を完全に反映するものではない。) 

4.3. コマツの IP 戦略策定への示唆 

● 競争圧力: コア領域（電動化、自動化、DX）における激しい競争は、防御（FTO



確保）と攻撃（差別化、市場獲得）の両面で堅牢な IP 戦略を必要とする。 
● ベンチマーキング: 競合他社の IP 出願やパートナーシップを監視することは、脅

威、機会、新興技術トレンドを特定するために不可欠である。 
● 戦略的ポジショニング: コマツは、どの分野で独自の IP でリードし、どこで協力

し、どこで第三者技術（適切なライセンスと共に）に依存するかを決定する必要が

ある。IP 戦略はこのポジショニングをサポートしなければならない。 

コマツ、キャタピラー、HCM 全体で見られるパートナーシップとエコシステムへの移

行傾向は、競争優位性が、単に内部ポートフォリオの強さだけでなく、企業がネットワ

ークを編成するために IP をどれだけ効果的に使用するかによって、ますますもたらさ

れる可能性があることを意味する。ソリューションがより複雑になるにつれて、単一の

企業がすべてに秀でることはできない。最良のパートナーを引き付け、彼らの技術をシ

ームレスに統合し、魅力的なプラットフォームを構築する能力は、しばしば協力を促進

する IP 戦略（明確なライセンス条件、IP で保護された明確なインターフェース、公正

な価値共有メカニズムなど）を持つことにかかっている。この協調的な IP アプローチ

を習得した企業は、強力だが孤立した内部 IP を持つ企業を凌駕する可能性がある。 

競争のグローバルな性質と、電動化や自動化標準などの分野での高い利害関係を考える

と、コマツは国際標準化団体への参加を増やす必要があるかもしれない。これには重要

な IP への影響（標準必須特許に対する FRAND コミットメントなど）が伴う。新技術

が成熟するにつれて、業界標準（充電、自律システムにおける通信プロトコルなど）が

しばしば出現する。これらの標準に影響を与えることは競争上の優位性を提供できる

が、参加するにはしばしば必須特許を公正、合理的かつ非差別的（FRAND）な条件で

ライセンスすることを約束する必要がある。コマツの IP 戦略は、標準化活動への関与

の潜在的な利益と義務を考慮に入れる必要がある。 

5. コマツの IP 戦略の将来シナリオ（2025 - 2027 年度） 

分析に基づき、新中期経営計画下におけるコマツの IP 戦略は、いくつかの方向に進化

する可能性がある。ここでは 3 つの有力なシナリオを概説する。 

5.1. シナリオ 1：コア技術の保護強化（Fortifying the Core ） 

● 説明: 内部開発されたコア技術、特に独自のハードウェアコンポーネント、高度な

自動化アルゴリズム、電動化の専有的な側面について、積極的な特許取得と営業秘

密化に焦点を当てる。ライセンスアウトは最小限に留める。オープンイノベーショ

ンは慎重に、主に非重要部品や特定の問題解決のために、厳格な IP 管理の下で活

用する。コア製品の FTO 確保を最優先する。 



● MTP との整合性: 独自のブレークスルーを保護することで「イノベーション」の

柱を支える。過去の「ダントツ」哲学 36 やキーコンポーネント保護 23 と整合す

る。保護された技術によるプレミアム価格設定を通じて「収益性」を支える可能性

がある。 
● IP アクション: コア領域での特許出願増加。営業秘密保護措置の強化。厳格な

FTO 分析。コア IP 開示が必要なオープンプラットフォームやコンソーシアムへの

限定的な参加。 
● 可能性と影響: 特に真に差別化されたハードウェア/自動化技術については、中程度

の可能性がある。広範な統合や業界プラットフォームへの参加を必要とするソリュ

ーションの迅速な採用を妨げる可能性がある。エコシステム協業が必要な分野（包

括的な DX ソリューションなど）で遅れをとるリスクがある。 

5.2. シナリオ 2：エコシステム・オーケストレーター（Ecosystem Orchestrator ） 

● 説明: 洗練された「オープン＆クローズ戦略」23 を積極的に活用する。コマツ独自

の差別化要因（機械制御、特定ハードウェアなど）を厳格に保護する（クロー

ズ）。オープンなインターフェース、API、データ標準を定義し（潜在的には業界

標準に貢献）、パートナーや顧客を自社のデジタルプラットフォーム（スマートコ

ンストラクション/EARTHBRAIN の進化形など）に引き込む（オープン）。エコシ

ステムを実現するために IP ライセンス（イン/アウト）を戦略的に使用する。プラ

ットフォームアーキテクチャ、データ統合、ネットワーク効果に関連する IP に焦

点を当てる。 
● MTP との整合性: 「イノベーション」（価値共創）、「成長性」（ソリューショ

ン、バリューチェーン）、「経営基盤」（DX、プラットフォーム）を強力にサポ

ートする。既存の協調イニシアティブ 14 と整合する。 
● IP アクション: コア技術とプラットフォーム統合手法の両方に関する戦略的特許取

得。オープン API/標準の開発・公開。積極的なライセンスプログラム（イン/アウ

ト）。コンソーシアム/標準化団体への参加。データガバナンスとパートナーシッ

プ契約における IP 条項への強い注力。 
● 可能性と影響: MTP がソリューション、DX、既存パートナーシップを重視してい

ることを考えると、可能性は高い。IP 管理と交渉において高度な洗練が必要とな

る。成功は、プラットフォームに十分な数のパートナーと顧客を引き付けられるか

に依存する。成功すれば、高い成長と市場への影響力が期待できる。 

5.3. シナリオ 3：バリューチェーン拡大（Value Chain Expansion ） 

● 説明: バリューチェーンビジネス 1 を強化するイノベーションの保護と活用に IP 戦

略の焦点を当てる。これには、予知保全アルゴリズム（ConSite データから）、遠



隔診断ツール、最適化されたフリート管理ソフトウェア、レトロフィット技術 15、

潜在的にはファイナンス関連イノベーション 12 に関する特許/営業秘密が含まれ

る。サービスパートナーへの IP ライセンス供与や、IP 保護された機能に基づくプ

レミアムサービス料金の請求が含まれる場合がある。コアハードウェア IP も重要

だが、サービス実現 IP が優先される。 
● MTP との整合性: 「成長性と収益性」の柱におけるバリューチェーン拡大の焦点

と直接的に整合する。「イノベーション」の成果をサービス差別化に活用する。既

存のサービス強み（KOMTRAX、ConSite）11 を基盤とする。 
● IP アクション: サービス手法、ソフトウェア、データ分析アプリケーションの特許

化への注力強化。運用データと予測モデルに対する強力な営業秘密保護。サービス

関連の商標/ブランディング開発の可能性。サービス提供パートナーに焦点を当て

たライセンス契約。 
● 可能性と影響: シナリオ 2 との組み合わせで可能性が高い。サービスとソリューシ

ョンへの業界トレンドを反映している。ソフトウェアおよびデータ分析 IP におけ

る強力な能力が必要となる。FCF 目標 1 をサポートする、経常収益と顧客ロイヤル

ティを大幅に向上させる可能性がある。 

5.4. シナリオの可能性と戦略的影響の評価 

各シナリオ（またはハイブリッド）の確率を、MTP 目標、現在の活動、競争圧力、業

界トレンドに基づいて評価する。シナリオ 1 単独では不十分と思われる。シナリオ 2
（エコシステム・オーケストレーター）とシナリオ 3（バリューチェーン拡大）のハイ

ブリッドが、MTP の野心と最も整合性が高く、最も可能性が高いと考えられる。 

選択された道筋は、IP 部門の優先順位、必要なスキルセット（ソフトウェア/法務/交渉

能力の強化）、予算配分、協業戦略を決定する。成功には、IP 戦略、研究開発、事業

開発間の緊密な連携が必要となる。 

最も可能性の高い将来像は、コマツが単に製品を保護するためだけでなく、デジタルエ

コシステムを積極的に形成・制御し（シナリオ 2）、同時にサービスとバリューチェー

ンからより多くの価値を獲得するために IP を活用する（シナリオ 3）ことである。純

粋に防御的な「要塞」アプローチ（シナリオ 1）は、最も重要で独立したハードウェア

またはアルゴリズムのブレークスルーにのみ留保される可能性が高い。MTP の明確な

目標である価値共創、ソリューション、DX、バリューチェーン拡大は、内部イノベー

ションだけや純粋に防御的な IP だけでは完全には達成できない。これらは協業、プラ

ットフォーム構築、サービス強化を必要とする。したがって、これらの活動を可能にす

る IP 戦略（シナリオ 2＆3）が MTP 実行に不可欠である。シナリオ 1 は、中核となる



「クラウンジュエル」技術には依然として関連性があるが、全体的な戦略としては不十

分である。 

6. 結論と戦略的考察 

6.1. 調査結果の要約 

新中期経営計画「Driving value  with ambition」の下で、コマツの IP 戦略は大きな変革

期を迎える。予想される主なシフトは以下の通りである。 

● 焦点の移行: 従来のハードウェア中心から、ソフトウェア、AI、データ、電動化、

自動化技術へ。 
● 協調的 IP 管理の重要性増大: パートナーシップやプラットフォーム

（EARTHBRAIN 等）における IP 共有、ライセンス、共同開発の管理。 
● 営業秘密の価値向上: アルゴリズム、AI モデル、独自データセット、プロセスノウ

ハウの保護。 
● オープン＆クローズ戦略の洗練: コア技術保護とエコシステム活性化のための戦略

的バランス。 
● 目標との連携: FCF 目標達成やサステナビリティ目標推進に貢献する IP 活用。 

6.2. コマツへの戦略的考察 

この変革を成功させるために、コマツは以下の点を戦略的に考慮する必要がある。 

● スキルセットの進化: IP チームがソフトウェア、AI、データ、複雑なライセンス/パ
ートナーシップ契約に関する必要な専門知識を確保すること。 

● プロセス統合: IP 戦略を、研究開発計画、事業開発、データガバナンスと初期段階

からより深く統合すること。 
● アジリティ: 特にデジタル領域における急速な技術変化に対応できる、アジャイル

な IP プロセスを開発すること。 
● グローバルな協調: グローバルな事業展開と研究開発拠点全体で一貫した IP 戦略

を実行すること。 
● 予算配分: MTP で概説された戦略的優先事項に IP 予算を整合させ、潜在的にはデ

ジタルおよび協調的 IP 管理へのリソースシフトを行うこと。 
● リスク管理: オープンイノベーションに伴う IP リスク、営業秘密に対するサイバー

セキュリティ脅威、競争の激しい技術分野における潜在的な侵害リスクを積極的に

管理すること。 

6.3. 結び 



コマツの「Driving value  with ambition」計画は、その IP 戦略においても同様の野心を

必要とする。従来の保護を超えて、洗練された IP 管理を通じてエコシステムを積極的

に形成し、ソリューションから収益を上げる方向へと移行することが、競争の激しいグ

ローバル市場で計画目標を達成するための鍵となるであろう。 
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